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食　　物

環境ホルモン（2･4-D ）のラット体外排出に及ぼす茶の効果

○岡田朋子末荒川恵美’大森正司ｘ林智¨ 深井祐典 寓素案

深山大介¨* 山口優一* ̈ 吉富均 素̈

（* 大妻女大r 中国農業科学院茶葉研究所，’̈ 農水省茶試）

【目的】環境ホルモンは内分泌撹乱物質とも言われ、近年大きな社会問題となっている物

質である。これらは種類も多＜、合成樹脂等の焼却時や、熱湯での加熱に飛散、溶解して

体内に取り込まれ、生体に影響すると言われている。また微量で生体に影響し、生活の中

から日常的に生成されるところから、その取り扱いは容易ではない。本研究ではラットに

環境ホルモンの一種である2･4-Dを投与し、同時に茶を投与する事によって体内での2･4-D

の残留性がどう変化するかについて着目し、実験を行った結果、知見を得たので報告する。

【方法】ウィスター系ラットを用い、１群６匹として、2･4-D1 gを1 Lの水、及び茶浸出液

に溶解し、飲用水として与え、２ヶ月間の投与飼育後。屠殺解剖した。

また、2･4-D 0. 5gを、各水及び茶で溶解した液をそれぞれゾンデを用いて、強制経口投与

し、１、３、５時間という経時的に屠殺解剖した。解剖後、それぞれ各臓器を摘出し、

2･4-0量をＨＰＬＣで分析した。

【結果】2･4-Dを投与する事により、ラットの体重においては有意差は認められなかったが、

臓器重量については、副章丸重量の増加、肝臓重量の減少がみられた。また、肝臓、腎臓

中の2･4-0の残留性が、茶浸出液投与によって軽減されることが示された。

2Bp-6　　　 茶カテキンの吸着性におよぼすPH 条件の影響

○村元美代，大森正司 ，加藤博通

（大妻女大　家政）

（目的）　茶の渋味成分の中心はカテキン類であり，その構造中に水酸基を多数有するた

め，ポリフェノールとも呼称される。特に，カレート類については没食子酸のエステル結

合の構造を持ち，様々な物理・化学的条件の変動に伴い変化し易い物質でもある。著者等

は今までに食品成分とカテキン類との相互作用を明らかにするため，カテキン類と食品成

分との混合系による変化をUV,    I R,   NMR 等の機器により分析してきた。本研究では

これまでの研究結果から, PHの違いによる安定性と吸着性の関係に着目して実験し，知見

を得たので報告する。

（方法）①食品として牛血清アルブミン（加熱変性，未変性）およびタンパク質分解酵素

としてペプシン，パンクレアチン，トリプシンを用いた。②茶カテキンはカテキンミクス

チャー（85 ％） ，エピガロカテキンガレート（EGCg）をはじめとする各種カテキン類を用

い ，各酵素の至適PHの条件下におけるカテキンの吸着性とその変化について各種機器測定

を行った。③カテキン類と食品成分との混合系を用い, PHを変動させながら電気泳動パタ
ーンを比較した。

（結果）①pH条件の異なるカテキン混合物においては. uv 測定の結果アルカリ側の方が

大きく影響を受けていた。②用いた酵素類はいずれもカテキンによって反応阻害を受け，

また電気泳動パターンにおいても吸着によると考えられるバンドが認められた。
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